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奈良県・和歌山県下のアンチ毛シ鉱床における放射能強度
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　いわゆる紀伊半島の中軸部，十津川流域に分布する時

一代未詳の中生層中に胚胎する各種の金属銘床を大別する

と，左表のとおりである。

　筆者はウラン探査の一環として上記Q諸鉱床について

その代表的な鉱床を選択して，その放射能強度を概査し
1
』
た
。 その結果，放射能強度は自然計数の2倍に達するも

のはみられなかつた。
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